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1.は じめに

知識基盤社会における健やかな未来創 りは,市 民自らが主体 となって問題 を引き受け,

自力あるいは他者 と協働 して,知 識 を基盤 に新 しい答 えや価値を生み出す ことができるか,

その資質 ・能力を有 しているかにかかっている。 この資質 ・能力の育成は,確 かな学力,

豊かな心,健 やかな体の調和を重視する 「生きるカ」を育む ことの重要性を示 している(国

立教育政策研究所,2016)。 こうした中において,世 界の国々では,「 キー ・コンピテンシ

ー」や 「21世紀型スキル」といった資質 ・能力の教育を始めてお り,世 界規模で影響を及

ぼす ようになってきてい る。このような資質 ・能力は,「基礎的 リテラシー」,「認知スキル」,

「社会スキル」の三っに大別 されるが,そ の育成は,総 合的な学習の時間だけではな く全

ての学習場面で 目指 してい くことが重要であると指摘 されている(安 彦,2014)。

安彦(2014)は,資 質 ・能力を重視 した 「コンピテンシー ・ベース」 と言えるような授

業に,次 のような特徴を見出している。

① 日常生活で生徒に身近な,実 際的な生活問題 を掲げていること。

②学習者の興味 ・関心を引くよ うな性格の問題 を考案 していること。

③複数の教科にまたがる知識も総合的に活用 しなければな らないこと。

④ グループ学習により,社 会的な人間関係 も効果的に使 う工夫がな されていること。

⑤体験的 ・実験的な活動を通 して学ぶ と,一 層分か りやすいものとなること。

小学校理科における実験においても,通 常の教科書実験に加 えて,上 記の①～⑤ の要素

を含んでいるものを取 り入れ ることが望ましい。

本研究では,こ うした課題認識のもと,小 学校高学年の児童を対象に 「ビタミンCが 一

番多い飲み物を探 る」授業の検討を行 った。

ll.ビ タミンCが 一番多い飲み物を探 る実験

食品中のビタミンCの 量をはかる実践でよく行 われている方法は,イ ン ドフェノール滴

定法(西 山 ・安楽,2002な ど)で あるが,小 学生には操作が複雑で困難であると思われる

ので,自 由研究等で行われているヨウ素を用いた方法(守 本,2005)を 採用 した。本研究

では,守 本(2005)で 紹介 されている方法をべ一スに授業化 を行った。
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1.実 験の原理

うがい薬であるイ ソジンを希釈 して調整 した ヨウ素水溶液 にビタミンC(L一 アスコル

ビン酸)が 含まれる清涼飲料水を加 えると,酸 化還元反応が起こり,ヨ ウ素はヨウ化物イ

オンに変わ り,茶 褐色が消え溶液は透明になる。 ビタミンCの 含有量が多い清涼飲料水ほ

ど少ない滴化量で ヨウ素水溶液は透明になる。 この原理を利用 して各種の清涼飲料水に含

まれ るビタミンCの 含有量の大小 を比較する。

2.実 験のコンセプ ト

実践を予定している時期は厳冬期であ り,風 邪の予防のためのイソジンうがい薬や ビタ

ミンCを 多 く含む清涼飲料水に児童が接する機会は多い と思われ る。児童にとって身近な

薬品や食品を扱 うことにより,日 常生活で生徒に身近な,実 際的な生活問題を扱 うように

配慮す る。また,ビ タミンCは,レ モンなど酸っぱいものに多 く含 まれていると思われて

いることが比較的多い。実際にはそ うとは限らないことを実験を通 して児童が明 らかにす

ることによ り,こ うした思い込みを払拭する。 さらに,理 科 にお ける既習事項,家 庭科な

どで扱 う食品 との関連性 といった他教科 とのつなが りを持たせるとともに,グ ループ活動

を重視することにより児童の社会性も醸成す る。以上の実験のコンセプ トは,安 彦(2014)

が示 した 「コンピテンシー ・べ一ス」の授業の特徴 を内包 していると言 える。

3実 験内容

実験の基本的な部分については,守 本(2005)を 参考に した。以下に詳細を述べる。

[準備 物]

清 涼飲料 水等6種 類(ア セ ロラ,キ レー トレモ ン,ウ ー ロン茶,C・Cレ モ ン,ア クエ

リア ス,レ モ ン果 汁),水 溶性 デ ンプ ン,イ ソジ ン うがい薬,熱 湯

ビー カー(100mL),試 験 管7本,駒 込 ピペ ソ ト,ポ リスポ イ ト7本,紙 コ ッフ。(6個),

ガ ラ ス棒,試 験 管立 て ※ ビー カー 以下 は班 の数 だ け揃 える。

[方法]

① ヨウ素水溶液 をつくる

イ ソジンうがい薬を適量(試 験管の底か ら1cm程 度の深 さ)入 れ,そ こへ水を加 えて

6倍 に薄める。

② デンプン水溶液 をっ くる

ビーカーに水溶性デ ンプンを適量加える。熱湯を約50mL加 えて溶かす。

③ 紙コップに6種 類の飲み物 をとり分ける。

④試験管6本 に駒込 ピペ ットを用いて ヨウ素水溶液を0.5mLず っ加 える。

その後,デ ンプン水溶液をポリスポイ トで3滴 ずっ加える。

⑤6本 の試験管に6種 類の清涼飲料水 をポリスポイ トで1滴 ずつ加 え,何 滴で色が透明

になるのか調べる。

このような方法を通 して,最 も多 くビタ ミンCが 含まれる清涼飲料水を探っていく。
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皿.授 業実践

2016年2月18目 に福 島県伊達市立大石小学校の5・6年 の児童8名 を対象に,2時 間

授業 として本実践を行った。授業は,8人 の児童 を3班 に分 けて行った。表1に 授業の流

れを示す。

表1授 業の流れ

区分 学習活動と内容 指導上の留意点 ・支援 ・評価 準備物 ・

(予想される児童の反応) (教師の活動) 資料等

導
・ビタ ミンCに ついて児童に知って

入
・数名の生徒が質問に対して答える。 いることについて問 う。

巷

・実際に身の回 りにあるビタミンC

についての説明を捕捉 し,今 回の

分
授業の概要を説明する。

・使用する清涼飲料水等を示 し,飲

・何人かの生徒が試飲する。 んだことのない生徒がいる場合

は試飲する機会を与える。

・実験手順を示した模造紙を貼 り, 模造紙

展
プ リン トを配布する。 配布プリ

・実験の説明に映る。 ン ト

開 ・ヨウ素デ ンプン反応の結果を答える。 ・ヨウ素デ ンプン反応 と
,ビ タミン

大部分の生徒は答えられる。 Cと ヨウ素の反応の演示実験を

8 行 う。この時,ヨ ウ素デンプン反

分 応の結果を覚えているか確認と

して児童に答えさせ る。

・班ごとに実験 を始める。 ・実験に移る。事前に実験器具を配 実験器具

布し手順通り実験を始めさせる。

ま
・結果を報告 し,ビ タ ミンCが 豊富であ

・結果 を各 自に報告 させる
。また,

と
め
ったものを考える。大部分の生徒が実 どれがビタミンCを 一番豊富に

5

分

験結果から正しく正解を見つけること

ができる。

含んでいたかを討論 させる。

・総括として教員がまとめて授業を

終了する。

導入では,身 の周 りに存在す るビタ ミンCや,ビ タミンCと 聞いて連想す ることについ

て児童に質問 した。児童か らは,ビ タミンCが 多 く含まれ る食品として,「 レモン」,「ミカ

ン」,「グレープフルーツ」などの柑橘類や,「 イチゴ」などの果実,「 トマ ト」や 「ハクサ

イ」な どの疏菜類,「 オロナ ミンC」 や 「ウメボシ」などが挙げ られた。また,ビ タ ミンC

と聞いて 「黄色い」,「酸っぱい」 と答 えた児童が多 く,ビ タミンCは,柑 橘類のように黄

色 く酸 っぱいものに多 く含 まれている とい う印象を強 く持 っていることが分かった。

次に,今 回行 う実験の原理や方法について説明 した。 ここでは,ヨ ウ素水溶液にビタ ミ
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ンCが 加わるとヨウ素水溶液が透明になることに重点をおいて説明を行 った。その際に,

ヨウ素水溶液にビタミンCの サプ リメン トを砕いたものを加え,ヨ ウ素水溶液が透明にな

ることを示 した。

実験方法の説明の後 に,実 験に使用す る清涼飲料水等を提示 し,ビ タミンが最 も多 く含

まれているものを予想 させた。その際に,こ れ らの清涼飲料水等を飲 んだことがない児童

もいたため,希 望す る児童に試飲 させ,試 飲後の児童の反応 も予想する上での参考にして

良い と伝 えた。各班の予想はC・Cレ モ ン,キ レー トレモン,レ モ ン果汁 とばらついた。

展開では,実 験方法を記 した模造紙を黒板に貼 り,実 験方法① ～⑤ にっいて説明を行っ

た。その際,ヨ ウ素デンプン反応 については演示実験を行い,デ ンプ ンが存在する場 合の

ヨウ素水溶液 の色の変化について確認 を行った。駒込 ピペ ッ トについては児童が扱いに慣

れていないと思われたため,取 り扱い方法については各班 を周って丁寧に説明を行 うとと

もに,実 験前に,必 要に応 じて水を用いて一定量 とる練習 をさせた。

試薬が透明になるまでの清涼飲料水等の滴下数は,キ レL-・一・トレモンが1～6滴,レ モン

果汁が16～33滴 となった一方で,ア クエ リアスは160～230滴 と滴下数が最も多くなっ

た。全ての清涼飲料水等にビタミンCが 検出できた。 これ らの結果をもとに,各 班で どの

飲料水等 にビタミンCが 最 も多 く含 まれているのか討論 させた ところ,キ レー トレモ ンが

最も多い とい う結論が導かれた。 レモン果汁は非常に酸っぱいにもかかわ らず,ビ タミン

Cの 量がそれ ほど多くないことが分かった。試薬が透明になるまでの清涼飲料水等の滴下

数が少ないほど,ビ タミンCの 量が多いことは特に丁寧な説明を加 えなくてもよく理解で

きているようであった。授業の最後に授業の振 り返 りを行 うとともに,酸 っぱいものにビ

タミンCが 多 く含まれているとは限らないこと,レ モンの酸っぱ さはクエン酸によるもの

であることを解説 した。授業後に児童に書いてもらった感想をフ レーズごとに分解 し,項

目ごとにま とめたものを表2に 示す。

表2授 業の感想

場を盛 り上げようとしていて良かった。/最 初に果物や野菜の紹介をしているところが面

白かった。

[分か りやす さ]ビ タミンCを 見つける方法が詳 しく説明していて分か りやすかった。

[驚き ・意外性]レ モン果汁にはビタミンCが あまり入っていな くて驚いた(同 様の感想

多数あ り)。

[不思議に思ったこと]ウ ー ロン茶になぜ ビタミンCが 含まれているのか。

[大変だったこと]ア クエ リアスの滴下数が多 くて大変だった。

[楽 しかったこと]い つになった ら色が変わるのか考えること。/ヨ ウ素水溶液にデンプ

ンを加えて色を青紫にす る実験操作。/皆 で楽 しく実験ができたこと(同 様の感想多

数あ り)。

[うれ しかったこと]自 分たちの予想が合っていた こと
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児童か らの感想では,レ モ ン果汁はビタミンCが それ ほど多く含まれていない ことに驚

いた とい う感想が多数寄せ られ,驚 きや意外性を持って実験結果を児童が受け入れた こと

が分かる。皆で楽 しく実験す ることができて楽 しかった とい う感想 も多 く,班 ごとに協力

しなが ら実験を進めることができたことが窺い知 ることができた。また,な ぜ ウーロン茶

にビタミンCが 含まれているのか新たな疑問を抱いた児童も見 られた。

IV.終 わ りに

今回は,ま とめの時間に多くの時間を割 くことができず,ウ ー ロン茶やアクエ リアスに

含まれている酸化防止済 としてのビタミンCの 役割については深 く説明する時間的な余裕

がなかったことが残念であった。 しかし,う がい薬や清涼飲料水等,身 近な薬品や食品を

使 って,班 で協力 しなが ら実験を行い,清 涼飲料水等に含まれているビタミンCを 楽 しみ

なが ら探 ることができた こと,実 験を通 して当初抱いていた ビタ ミンCに ついてのイメー

ジを払拭できた とい う点では,当 初の 目的を概ね達成できた と言 って良い と思われる。

また,今 回は ビタ ミンCの 量の比較のみを行ったが,さ らに発展型 として,ビ タ ミンC

を定量的に求める実験を加 えても面 白い。手順 としては,ビ タミン剤な どビタミンCの 量

が予め分かっているサプ リメン ト等 を用いて ビタ ミンC水 溶液 を作 り,同 じ手順ででんぷ

ん入 りヨウ素水溶液にこれを滴下 してい く。滴下数から比の関係を用いて他 の清涼飲料水

のビタミンCの 量を求めることができる。今回は5・6年 の合同クラスであ り,小 学校5

年生には難易度が高いと判断 して行 わなかったが,当 日の児童の反応を見ると,ビ タミン

Cの 量の測定を加 えても可能であるよ うに思われる。論理的思考力を養 うことを目的とし

て,今 後は ビタ ミンCの 量を定量的に求 める授業を検討 していきたい。
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